
金
揮
官
蹟
志
巻
廿
一

。

寧

橋

金
津
橋
梁
記
に
、
草
橋
貨
久
寺
下
と
あ
り
。
此
の
橋
は
、
大
豆
田
用

水
に
架
け
た
る
板
橋
な
り
。
此
の
地
漫
に
水
車
あ
り
し
ゅ
ゑ
に
、
寧

橋
と
呼
べ
り
。
折
遠
の
板
橋
た
り
し
か
ど
‘
大
豆
岡
用
水
を
厳
し
、

用
水
跡
も
迫
々
埋
め
た
り
け
る
に
依
っ
て
、
今
は
共
の
橋
も
絶
え
た

り
け
り
。

飴

亀
尾
記
に
云
ふ
。
犀
川
下
帯
万
町
の
越
に
元
寧
と
云
ふ
底
あ
り
。
泊

『

守

t
】

碓
を
設
け
し
水
車
を
作
り
け
る
ゆ
ゑ
、
車
と
呼
ぺ
り
。
此
の
地
に
飴

屋
あ
り
。
寧
の
飴
と
て
此
の
地
越
の
名
物
と
す
。

。
寧

の

。
大

旦

周

此
の
地
越
は
.
も
と
大
豆
岡
村
の
村
地
た
り
し
ゅ
ゑ
に
、
惣
名
を

大
豆
聞
と
呼
ぺ
り
。
大
豆
田
村
は
、
石
川
郡
五
ク
庄
内
五
ク
村
の
一

村
な
り
。
按
宇
る
に
、
此
の
村
地
は
.
い
に
し
へ
大
豆
を
作
り
そ
め

た
り
し
ゅ
ゑ
に
‘
大
豆
田
村
と
は
い
へ
る
友
る
ぺ
し
。
日
本
紀
一
脚
代

a唱
に
、
維
降
来
"
図
見
且
柴
田
・
豆
田
吋
則
留
而
不
v
返
一
疋
そ
と
あ
る
。

栗
田
・
豆
岡
を
ば
、
日
本
私
記
云
=
柴
田
安
八
不
豆
岡
高
女
不
吋
と
和
名

抄
に
い
へ
り
。
古
事
記
停
に
‘
栗
田
・
豆
田
・
趨
茅
生
・
蓬
生
左
ど
の

の
人
有
り
て
も
、
仮
担
に
せ
や
。
河
原
注
ど
に
共
の
位
置
き
て
親
族
等

陀
見
届
け
さ
す
る
奮
例
危
り
け
ん
。
改
作
所
醤
記
に
載
せ
た
る
寛
文

五
年
十
一
月
公
事
場
奉
行
よ
り
の
建
書
に
、
石
川
郡
入
江
村
領
に
死

人
有
v
之
。
検
使
指
出
し
‘
死
骸
犀
川
大
豆
回
河
原
越
に
さ
ら
し
世
候

僚
、
存
賞
り
之
者
於
v
有
ν
之
は
死
骸
見
居
、
公
事
場
ま
で
可
ν
及
昌
案
内
刊

と
あ
り
。
笠
松
氏
が
云
へ
る
大
豆
田
河
原
の
首
も
な
き
鰻
と
い
ふ
も

の
も
、
か
h

る
死
骸
怠
る
ぺ
し
。
此
の
時
代
は
諸
士
皆
武
術
を
心
掛

け
、
帯
刀
の
忍
味
を
と
L
る
み
ん
と
、
縞
に
夜
中
共
の
地
に
至
り
、

刀
叙
の
た
め
し
を
も
た
し
た
り
し
事
知
ら
れ
け
り
。
故
に
是
よ
り
さ

き
‘
高
治
四
年
三
月
廿
九
日
の
建
書
に
、
途
中
に
行
倒
れ
果
候
者
、

又
は
川
流
死
候
者
有
ν
之
刻
、
狼
に
た
め
し
物
に
仕
儀
、
堅
御
停
止
に

候
問
、
共
心
得
組
中
へ
も
可
-a
相
鍋
刊
と
あ
り
て
、
高
治
・
寛
文
の
頃

は
、
い
ま
だ
融
制
園
の
飴
波
に
て
、
諸
士
の
風
俗
武
事
を
専
ら
と
た
し
、

刀
叙
の
忍
味
を
知
ら
ざ
れ
ば
、
駒
市
刀
と
な
し
難
き
や
う
に
心
得
た

り
。
故
に
微
妙
公
夜
話
鍬
に
、
微
妙
公
御
乎
廻
の
小
者
共
へ
脇
指
を

賜
は
る
に
、
新
身
を
ぽ
能
く
た
め
し
を
た
し
建
は
す
ぺ
し
と
仰
せ
ら

れ
け
る
よ
し
見
ね
た
る
に
て
も
、
そ
の
か
み
刀
鎮
の
た
め
し
を
な
す

を
.
武
士
の
第
一
と
せ
し
事
知
ら
れ
た
り
。

金
滞
古
賦
志
巻
廿
一

ニλ

類
、
皆
そ
の
物
の
生
え
た
る
地
を
い
へ
り
と
あ
り
。

。
大
豆
閏
町

一
冗
稔
丸
年
の
地
子
町
肝
煎
裁
許
附
に
、
大
豆
田
町
・
公
儀
町
と
並
ぺ

載
せ
た
り
。
園
事
昌
披
問
答
に
も
、
帯
刀
町
・
大
豆
田
町
と
あ
り
。
按

守
る
に
、
貞
享
二
年
の
六
枚
町
灯
明
庵
由
来
替
に
、
最
前
野
々
市
大

衆
寺
之
寺
中
之
底
、
後
年
大
豆
田
河
原
へ
移
縛
し
、
明
暦
三
年
六
枚

町
へ
再
縛
す
。
と
あ
り
。
さ
れ
ぽ
今
い
ふ
大
豆
岡
の
町
地
は
、
往
古

は
犀
川
の
河
原
た
り
し
を
、
築
き
出
し
た
る
な
ら
ん
か
。

。
大
豆
閏
河
原
健
舘

哨
随
筆
に
云
ふ
。
笠
松
新
左
衛
門
、
若
き
時
犀
川
大
豆
田
河
原
に
首

も
た
き
健
の
有
る
よ
し
聞
き
て
、
夜
忍
び
行
き
て
刀
を
た
め
さ
ぼ
や

と
思
ひ
、
夜
半
の
頃
濁
り
行
き
け
る
に
、
折
節
各
の
事
友
れ
ば
、
雲

降
り
、
遣
も
た
く
、
川
除
の
上
を
通
行
し
け
る
に
‘
川
端
を
狐
の
通

り
し
を
見
る
に
、
口
よ
り
火
炎
を
吹
出
し
て
、
石
の
聞
な
る
小
魚
を

取
り
喰
ふ
体
な
り
。
能
く
/
¥
見
れ
ば
、
口
よ
り
つ
〈
息
た
り
け
り
。

燐
と
い
ふ
も
の
邸
ち
是
成
る
べ
し
と
、
新
左
衛
門
語
れ
り
。
と
あ
り
。

按
守
る
に
‘
右
哨
随
筆
は
、
事
保
十
二
年
の
筆
記
に
て
、
笠
松
氏
若

き
頃
の
話
な
れ
ば
‘
貞
享
・
元
総
以
往
の
事
な
る
ぺ
し
。
昔
は
倒
れ
死

。
海
住
寺
前

元
総
九
年
の
地
子
町
肝
煎
裁
許
附
K
.
浮
住
寺
前
と
見
b
.
園
事
昌

披
問
答
に
載
せ
た
る
金
津
町
名
附
に
は
、
浮
住
寺
町
と
あ
り
。
此
の

地
、
奮
藩
中
は
滞
住
寺
の
門
前
地
な
り
し
か
ど
.
今
は
大
豆
問
町
へ

屈
せ
り
。

。
湾
住
寺
門
前
摺
侮
話

微
陽
雨
公
選
事
に
云
ふ
1

陽
廃
公
御
家
替
被
v
成
、
御
在
江
戸
之
内
、

七
月
金
棒
得
住
寺
と
一
式
ふ
寺
門
前
に
て
、
雑
人
共
臨
仕
り
け
り
。
共

刻
小
松
馬
廻
組
頭
大
橋
叉
兵
衛
の
組
金
森
平
三
郎
と
云
ふ
者
、
墓
参

に
来
候
哉
、
又
は
脇
見
物
の
矯
め
罷
越
候
哉
、
其
場
に
在
合
ひ
け
る

慮
、
関
矯
a
制
禁
-
小
姓
廻
り
番
の
者
罷
出
で
た
り
。
共
時
分
は
番
頭
同

伴
氏
て
廻
る
例
な
る
故
に
、
番
頭
目
夏
市
郎
右
街
門
を
初
め
廻
り
来

り
、
廼
ち
右
臨
を
ぽ
退
散
ら
す
に
、
集
人
共
騒
動
せ
し
内
に
、
金
森
平

三
郎
も
交
在
v
之
、
堪
忍
難
v
設
岡
田
に
て
刀
を
抜
き
け
る
鹿
、
足
艦
共
打

郷
す
る
内
、
廻
り
番
小
姓
氏
家
十
兵
衛
の
若
滅
、
万
を
抜
き
平
三
郎

が
指
に
疲
付
け
た
り
。
併
し
此
時
平
三
郎
と
云
ふ
事
も
、
焼
付
た
る
事

も
不
v
知
、
皆

h

崎
市
退
散
す
。
然
る
に
平
三
郎
小
松
へ
罷
蹄
り
、
乎
庇
隠

し
置
事
も
縫
ν
成
、
寄
付
を
以
て
断
り
け
り
。
微
妙
公
の
御
聴
に
建

ニ
丸




